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　桜前線も過ぎ去り、妻有の山々はぶなの新緑がまぶし

い季節となりました。雪どけを待ちかねていた山菜取り

が今、山を駆け回っています。鉢のお母さん方も朝早く

から山に出かけ、たくさんの山菜を取って下ごしらえに

精を出していました。
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鋒
辮
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鍍
．
の
新
議
繋
の
皆
謙

霧
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恭
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身
囲

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
尾
幅

　
訴
え
て
き
ま
し
た
こ
と
の
実
現
に

向
け
て
、
市
民
砂
声
を
お
聞
き
し
具

体
的
な
か
た
ち
に
す
る
こ
と
が
出
来

る
様
努
力
致
し
ま
す
。
元
気
な
十
日

町
を
つ
く
る
為
に
は
、
ま
ず
魅
力
あ

る
議
会
づ
く
り
か
ら
と
考
え
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
）

高橋平、
（上　町・56歳

　
地
域
活
性
化
の
最
大
の
対
策
と
し

て
リ
ゾ
ー
ト
の
推
進
が
あ
る
。
北
越

北
線
ス
ー
パ
ー
特
急
の
開
通
、
駅
周
辺

の
開
発
、
大
沢
ト
ン
ネ
ル
の
早
期
開

削
な
ど
全
て
リ
ゾ
ー
ト
に
掛
か
る
問

題
で
す
。
実
現
に
努
力
致
し
ま
す
。

河野辺久美子
（上新田4・52歳）

　
愛
と
勇
気
と
行
動
力
を
も
っ
て
、

明
る
く
住
み
や
す
い
地
域
づ
く
り
の

た
め
頑
張
り
ま
す
。

　
皆
様
方
の
ご
意
見
を
お
聴
き
し
、

柔
軟
な
姿
勢
で
方
向
を
定
め
、
市
政

に
反
映
さ
せ
て
い
き
ま
す
。
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地
場
産
業
の
振
興
を
は
か
り
、

ゾ
ー
ト
の
成
功
で
、
若
者
の
定
着
、

市
民
生
活
の
活
性
化
。
高
齢
化
時
代

の
生
き
が
い
あ
る
福
祉
行
政
の
推
進
。

克
雪
利
雪
環
境
整
備
。
道
路
網
の
整

備
。
ふ
る
里
創
り
に
、
努
力
致
し
ま
す
。
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斎
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今
日
ま
で
の
経
験
を
生
か
し
、
国

県
市
道
の
改
良
促
進
と
克
雪
対
策
を

進
め
ま
す
。
ま
た
、
産
業
の
振
興
と

雇
用
対
策
を
進
め
活
力
あ
る
市
づ
く

り
に
努
め
、
教
育
・
福
祉
問
題
に
つ

い
て
も
真
剣
に
取
り
組
み
ま
す
。 司

歳
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耕
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町

山
上

　
治

村
釧

　
　
リ

　
過
疎
化
高
齢
化
が
進
み
、

染
が
危
惧
さ
れ
る
中
、

地
方
自
治
創
造
と
し
て
、

祉
『
住
み
よ
い
環
境
、

を
目
指
し
、

み騒毒囑圃、

環小川元一
撞　（五軒新田・53蔵）
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社
会
づ
く
り
』

　
　
　
　
　
市
政
発
展
と
市
民
生
活

向
上
の
た
め
精
一
杯
頑
張
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
司
劇

　
課
題
は
リ
ゾ
ー
ト
の
成
功
。

は
活
力
あ
る
市
民
生
活
実
現
。

の
経
済
構
造
で
は
人
口
増
も
自
主
財

源
拡
大
も
望
め
な
い
。
新
た
な
産
業

導
入
で
賃
金
高
揚
と
既
存
産
業
の
刺

激
で
経
済
原
理
原
則
の
活
用
を
図
る
。
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村山隆太郎
（西浦町東・60歳）

　
環
境
問
題
で
特
に
ゴ
ミ
処
理
問
題
。

今
後
の
高
齢
化
社
会
に
対
す
る
老
人

健
康
管
理
施
策
の
向
上
。
身
体
障
害

者
に
対
す
る
政
策
改
善
。
ス
パ
イ
ク

タ
イ
ヤ
使
用
禁
止
に
よ
る
道
路
行
政

の
改
革
と
道
路
構
造
の
見
直
し
な
ど
。

尾身隆一
（中平・38歳）

　
自
民
党
政
府
の
中
央
直
結
が
十
日

町
の
産
業
を
停
滞
さ
せ
住
民
負
担
を

強
め
十
六
億
円
の
基
金
を
貯
め
こ
み

ま
し
た
。
私
は
基
金
の
一
部
を
取
り

く
ず
し
住
民
負
担
の
軽
減
や
中
学
校

給
食
の
実
現
に
取
組
ん
で
い
き
た
い
。

d醒1■

石沢正二郎
（土市1・66歳）

①
リ
ゾ
ー
ト
開
発
の
早
期
実
現
の
た

め
、
努
力
し
ま
す
。

②
障
害
者
の
働
く
場
、
生
活
の
場
を

つ
く
り
、
一
般
者
と
共
に
生
活
で
き

る
「
福
祉
都
市
づ
く
り
」
に
努
力
し

ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
男
劇

水野寛
（川治下町1・59

　
椥
年
代
前
半
の
行
政
課
題
は
山
積

し
て
い
る
．
若
さ
と
活
気
あ
る
街
に

す
る
に
は
、
産
業
の
振
興
で
経
済
基

盤
の
安
定
と
克
雪
利
雪
で
、
雪
国
に

愛
着
を
も
た
せ
る
こ
と
が
必
要
。
福

祉
行
政
の
推
進
は
益
々
重
要
に
な
る
。
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庭野耕策
（新座3・68歳）

　
リ
げ
／
ー
ト
開
発
と
関
連
す
る
母
都

市
の
整
備
や
道
路
網
の
早
期
完
成
。

北
越
北
線
の
新
駅
舎
に
飯
山
線
も
高

架
乗
入
れ
で
き
る
よ
う
実
現
を
期
し

た
い
。
こ
れ
が
都
市
計
画
を
基
本
と
し

た
新
し
い
十
日
町
の
姿
で
あ
る
と
思
う
。

佐藤一男
（新光寺・64歳）

　
①
自
然
と
調
和
の
と
れ
た
リ
ゾ
ー

ト
の
推
進
②
ま
ち
づ
く
り
特
別
補
助

事
業
の
推
進
③
生
産
基
盤
生
活
基
盤

の
整
備
④
文
化
施
設
の
充
実
⑤
障
害

者
働
施
設
、
特
養
ホ
ー
ム
の
充
実
⑥

農
業
織
物
業
の
振
興
に
努
力
し
ま
す
。
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沢

沢
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一
、
リ
ゾ
ー
ト
計
画
の
推
進

一
、
総
合
農
政
の
推
進

一
、
道
路
交
通
網
の
整
備

一
、
福
祉
の
向
上
と
生
活
環
境
の
改
善

経
験
を
生
か
し
て
努
力
し
ま
す
。

奪
、
、
、

大島清松
（丸山町・48歳）

　
豊
か
な
自
然
に
恵
ま
れ
た
歴
史
と

文
化
の
街
十
日
町
市
は
今
、
二
十
一

世
紀
の
発
展
に
向
け
た
基
盤
作
り
の

時
で
す
。
豊
か
さ
と
安
心
、
ぬ
く
も

り
の
市
政
実
現
を
目
指
し
、
こ
れ
か

ら
も
精
一
杯
努
力
い
た
し
ま
す
。庭野重信

（西寺町・60歳）

　
市
政
に
愛
を
胸
に
、
誠
実
、
公
正
、

実
行
を
信
念
に
、
田
園
文
化
都
市
の

推
進
、
地
域
と
人
が
共
存
す
る
リ
ゾ

ー
ト
開
発
、
農
政
問
題
、
地
場
産
業

及
び
地
域
の
活
性
化
に
よ
り
、
豊
か

で
活
力
あ
る
十
日
町
を
つ
く
り
た
い
。
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十
日
町
市
政
に
今
農
業
問
題
、
ゴ

ミ
問
題
、
高
齢
化
社
会
の
ラ
イ
フ
ワ

ー
ク
等
の
諸
問
題
を
は
じ
め
、
地
域

産
業
振
興
と
自
然
と
文
化
が
調
和

し
、
生
活
者
が
ゆ
と
り
と
潤
い
の
あ
る
豊

か
な
十
日
町
を
目
指
し
推
進
し
ま
す
ゆ

繋

盈
’
響

西川勝雄
（四月町2・53歳）

　
十
日
町
市
が
発
展
し
て
い
く
た
め

に
は
、
リ
ゾ
ー
ト
の
成
否
に
か
か
っ

て
い
る
。
住
み
よ
い
地
域
づ
く
り
の

た
め
、
心
と
心
を
結
ぶ
思
い
や
り
の

市
政
実
現
を
目
指
し
八
年
間
の
経
験

を
生
か
し
努
力
を
い
た
し
ま
す
。半間　正

（高田町2・60歳）

　
市
民
の
憩
え
る
場
、
通
年
型
の
観

光
施
設
に
な
る
よ
う
な
リ
ゾ
ー
ト
と

連
動
し
た
公
園
を
市
内
に
つ
く
る
こ

と
や
嫁
婿
不
足
の
問
題
と
企
業
や
学

園
の
誘
致
運
動
、
生
涯
教
育
の
環
境

整
備
に
積
極
的
に
取
り
組
み
た
い
。
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参
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島
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大
繊

一
、
市
民
の
暮
ら
し
、
福
祉
、
教
育
を

　
最
優
先
す
る
市
政
に
。

一
、
全
中
学
校
に
学
校
給
食
の
実
現
。

一
、
高
い
国
保
料
の
引
き
下
げ
を
。

一
、
市
道
除
雪
費
の
無
料
化
の
実
現
。

一
、
障
害
者
の
施
策
と
世
帯
へ
の
援
助
。

、　　　　　、　　　　　、　　　　　、　　　　　、

高橋秀雄
（城之古1・59歳）

高
速
道
路
建
設
に
努
力
す
る
。

あ
ぜ
道
か
ら
見
た
農
業
振
興
。

良
質
地
下
水
の
確
保
。

市
民
の
た
め
の
リ
ゾ
ー
ト
開
発
。

社
会
福
祉
行
政
の
見
直
し
。庭野誠助

（田中町本通り・64歳）

　
若
者
が
定
着
で
き
る
産
業
お
こ
し

と
教
養
高
揚
に
役
立
つ
施
設
の
整
っ

た
会
館
建
設
を
望
み
ま
す
。
産
業
廃

棄
物
、
ゴ
ミ
焼
却
処
理
と
余
熱
利
用

を
考
え
る
ほ
か
、
火
葬
場
の
位
置
、
内

容
施
設
を
充
分
研
究
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。

丸山喜平
（吉田山谷・68歳）

　
十
日
町
市
の
発
展
は
リ
ゾ
ー
ト
、

駅
西
開
発
、
北
越
急
行
等
二
十
一
世

紀
へ
の
基
礎
作
り
の
年
で
す
。
行
政

も
議
会
も
お
互
い
の
立
場
に
立
っ
て

方
向
を
誤
ら
な
い
施
策
の
推
進
に
最

善
の
努
力
と
協
力
を
考
え
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
雄
劇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
62

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
辰
渕

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
林
躰

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
中

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
4
田

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

　
十
日
町
大
橋
、
北
越
急
行
、
駅
東

西
整
備
、
当
間
リ
ゾ
ー
ト
等
こ
れ
ら

に
い
か
に
対
処
す
る
か
、
十
日
町
は

二
十
一
世
紀
に
向
っ
て
大
き
な
岐
路

に
立
っ
て
い
る
。
一
そ
の
た
め
の
基
盤

づ
く
り
に
全
力
を
つ
く
し
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
男
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野
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西
ー

　
自
然
の
春
は
太
陽
が
呼
ぶ
、
し
か

し
社
会
の
春
は
人
が
創
る
以
外
に
な

い
。
二
十
一
世
紀
に
向
っ
て
市
民
の

た
め
に
、
実
行
し
理
解
さ
れ
る
政
策

の
実
現
の
た
め
、
市
民
の
「
参
加
と

対
話
」
を
基
本
に
努
力
し
た
い
。野上和男

（高島1・60歳）

　
多
様
化
す
る
市
民
要
望
に
応
え
る

た
め
、
新
し
い
知
識
の
習
得
と
調
和

の
と
れ
た
街
作
り
に
努
め
ま
す
。
特

に
恵
ま
れ
な
い
山
間
地
の
人
が
、
将

来
に
希
望
を
持
て
る
政
策
実
現
の
た

め
行
政
と
の
パ
イ
プ
役
に
徹
し
ま
す
。

3とrお∬詐雪平成3年5月10日
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じ業年

てを春

　北越北線は、平成3年度の予算

も昨年度と同様、地方鉄道新線建

設事業（AB線）に52億円、高規

格化事業に40億円配分されました。

平成8年春の開業を目指して、今

十日町駅周辺の高架工事などが着

手されています。また、十目町駅、

新座駅、津池駅（美佐島駅）の駅

前広場の検討も進められてきまし

た。十日町の自然や特色をふんだ

んに生かした駅前広場の基本計画

等（デザイン計画）がこのほどま

とまりました。

　その主な概要をお知らせします。

置
備
“
計
画
“
寺
が
ま
ど
ま
る
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十日町駅西口広場整備計画

十
日
町
駅
西
ロ
広
場
泊
然
幾
蝦
醐
肺
雌
鮮
拠
点

　
十
日
町
駅
西
口
広
場
は
、
平

成
三
年
度
か
ら
七
年
度
ま
で
の

五
年
間
で
事
業
を
実
施
す
る
予

定
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
近
年
は
、
都
市
間
競
争
が
ま

す
ま
す
激
し
く
な
り
、
十
日
町

市
の
顔
と
も
言
え
る
駅
前
広
場

に
つ
い
て
も
、
他
の
都
市
に
見

ら
れ
な
い
も
の
を
造
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
十
日
町
駅
は
高
速
化

さ
れ
た
鉄
道
に
よ
り
、
首
都
圏

や
北
陸
地
方
と
十
日
町
地
域
や

当
間
高
原
リ
ゾ
ー
ト
を
結
び
、

ま
ち
の
自
然
・
文
化
・
都
市
を

つ
な
ぐ
活
性
化
の
拠
点
と
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

木
を
轟
癒
捲
鶏
に
使
い

自
然
と
暖
が
毒
を
演
出

　
駅
前
広
場
は
、
人
々
の
心
を

ひ
き
つ
け
て
市
民
や
来
客
者
に

注
目
さ
れ
る
「
心
の
ラ
ン
ド
マ

ー
ク
（
目
印
・
象
徴
ご
と
な
る

よ
う
な
、
環
境
づ
く
り
を
テ
ー

マ
と
し
ま
し
た
。

　
木
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
い
、
緑

と
水
に
囲
ま
れ
、
照
明
で
夜
を

演
出
し
、
床
に
特
色
を
も
た
せ

た
広
場
を
整
備
し
ま
す
。
そ
し

て
、
市
民
が
憩
い
の
場
と
し
て

休
息
で
き
る
二
十
一
世
紀
の
タ

ー
ミ
ナ
ル
像
と
と
も
に
活
性
化

の
拠
点
と
す
る
計
画
で
す
．

　
特
に
木
は
「
自
然
」
と
「
暖

か
み
」
を
感
じ
さ
せ
る
欠
く
こ

と
の
で
き
な
い
素
材
で
す
。
ベ

ン
チ
や
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
（
記
念

碑
）
、
電
話
ボ
ッ
ク
ス
、
ゴ
ミ
入

れ
な
ど
に
使
用
し
、
自
然
な
に

お
い
の
す
る
空
間
を
醸
し
出
し

ま
す
。

　
ま
た
、
照
明
に
つ
い
て
も
雪

の
反
射
の
利
用
や
ほ
ん
や
ら
洞

な
ど
、
夜
に
魅
力
的
な
イ
ベ
ン

ト
を
想
像
さ
せ
る
「
十
日
町
な

ら
で
は
の
夜
景
」
を
創
り
出
す

工
夫
も
さ
れ
て
い
ま
す
。

舗
装
ぽ
衛
遡
み
や
に
ぎ

わ
い
を
醸
麹
艶
雛
舞
台

　
も
う
一
つ
の
特
色
は
、
フ
ロ

ア
ー
（
床
・
舗
装
）
が
あ
り
ま

す
。
フ
ロ
ア
ー
は
、
街
並
み
や

人
々
の
に
ぎ
わ
い
を
醸
し
出
す

重
要
な
舞
台
で
す
。

　
そ
の
た
め
、
素
材
は
柔
ら
か

な
肌
ざ
わ
り
を
も
っ
た
も
の
で
、

時
代
と
と
も
に
味
わ
い
深
ぐ
な

る
も
の
と
し
ま
す
。
色
は
落
ち

つ
い
た
さ
り
げ
な
い
も
の
で
、

自
然
の
石
や
せ
っ
器
質
タ
イ
ル

を
利
用
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま

す
。　

ま
た
、
イ
タ
リ
ア
の
斑
石
を

使
用
し
た
、
石
畳
の
広
場
を
演

出
し
た
い
と
も
考
え
て
い
ま
す
。
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新
座
駅
前

　
新
座
駅
前
広
場
は
、
平
成
元

年
度
に
県
の
補
助
事
業
に
よ
り

一
、
一
七
五
平
方
層
を
取
得
し

ま
し
た
。

　
現
在
は
、
北
越
北
線
建
設
工

事
の
た
め
、
請
負
業
者
に
貸
し

付
け
て
い
ま
す
が
、
平
成
五
年

度
か
ら
駅
前
広
場
の
造
成
工
事

に
着
手
す
る
計
画
で
す
。

　
駅
前
広
場
の
整
備
は
、
子
ど

も
や
お
年
寄
り
が
利
用
し
や
す

津
池

　
津
池
駅
（
美
佐
島
駅
）
は
、

北
越
北
線
の
停
車
駅
と
し
て
は

唯
一
の
地
下
駅
で
す
。
地
下
約

十
三
材
の
と
こ
ろ
に
ホ
ー
ム
が

設
置
さ
れ
、
地
上
に
は
美
佐
島

地
域
の
玄
関
口
と
し
て
、
ま
た

地
域
の
皆
さ
ん
が
集
い
、
語
り

1，・広

場
新
座
地
繋
羅
雛
点

　
　
地
域
の
交
通
の
拠
点
と
し

て
の
機
能
を
も
た
せ
た
広
場
づ

く
り
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
そ

し
て
、
施
設
は
駐
車
場
、
駐
輪

場
、
修
景
施
設
を
設
置
す
る
計

画
で
す
。

　
新
座
駅
は
、
赤
倉
ト
ン
ネ
ル

の
出
口
で
、
都
市
計
画
道
路
新

座
線
に
直
結
す
る
位
置
ど
な
り

ま
す
。
北
越
北
線
の
十
二
の
駅

の
う
ち
六
日
町
・
十
日
町
駅
に

次
い
で
駅
周
辺
の
人
口
が
多
い

駅
ど
な
り
、
湯
沢
・
首
都
圏
方

面
や
直
江
津
・
北
陸
方
面
へ
の

利
用
が
多
く
な
る
も
の
と
期
待

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
新
座
駅
に
は
駅
舎

は
建
設
さ
れ
ず
、
約
七
十
㌶
の

ホ
ー
ム
だ
け
の
停
車
駅
と
な
り

ま
す
。
ま
た
、
高
速
列
車
が
止

ま
ら
な
い
た
め
、
乗
り
換
え
が

必
要
と
な
り
ま
す
。

駅
（
美
佐
島
駅
）

美
佐
島
地
域
の
新
し
，
い

ゴ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
拠
点

合
う
新
し
い
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ

く
り
の
拠
点
と
な
る
よ
う
な
駅

前
広
場
の
整
備
を
行
い
ま
す
。

　
広
場
総
面
積
は
、
三
、
八
○
○

平
方
材
、
事
業
費
約
八
、
八
○
○

万
円
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
建
物
は
、
豊
か
な
自
然

　
　
の
緑
と
調
和
す
る
よ
う
に
、

　
　
雪
国
の
古
く
か
ら
あ
る
大

　
　
屋
根
民
家
風
の
建
物
を
建

　
　
築
し
ま
す
。

　
内
部
は
大
き
く
二
つ
に

分
か
れ
、
地
下
駅
へ
の
連

絡
通
路
、
待
合
室
、
特
産

品
の
展
示
、
美
佐
島
地
域

や
十
日
町
市
全
体
の
観
光

案
内
を
行
う
イ
ン
フ
ォ
メ

ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
と
地

域
の
皆
さ
ん
の
集
い
の
場

と
な
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ

ー
を
設
置
し
ま
す
。

　
建
物
の
周
囲
に
は
、
雨
や
雪

を
よ
け
る
た
め
の
シ
ェ
ル
タ
ー

（
回
廊
）
と
、
中
央
部
に
イ
ベ

ン
ト
広
場
を
設
け
、
催
し
物
会

場
と
し
て
活
用
し
ま
す
。
シ
ェ

ル
タ
ー
前
面
に
は
、
駅
利
用
者

や
施
設
利
用
者
が
憩
い
休
息
で

き
る
、
池
や
芝
生
な
ど
の
公
園

緑
地
を
整
備
し
ま
す
。

　
交
通
設
備
と
し
て
は
、
バ
ス
や

一
般
車
の
出
入
口
を
設
け
、
こ
れ

に
連
続
し
て
建
物
の
う
し
ろ
に
駐

車
場
、
駐
輪
場
を
設
置
し
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
施
設
は
、
隣
接
す

る
変
電
所
、
送
電
用
鉄
塔
建
設

と
合
わ
せ
、
現
在
、
用
地
交
渉

を
行
っ
て
い
ま
す
。

醸
聾
難
難
幾
の

建
設
墾
蒙
難
薙

　
平
成
三
年
度
の
予
算
配
分

は
、
高
規
格
化
事
業
を
含
め
て

九
十
二
億
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
う
ち
、
十
日
町
市
内
の

工
事
は
、
十
日
町
駅
構
内
の
高

架
ホ
ー
ム
と
そ
れ
に
接
続
す
る

高
架
橋
工
事
、
薬
師
ト
ン
ネ
ル

の
路
盤
工
事
、
津
池
駅
周
辺
の

変
電
所
工
事
、
六
日
町
・
十
日

，
謂
帆
欝

譲
嚢
講
繍
鎌
講

町
間
の
レ
ー
ル
敷
設
工
事
、
そ

し
て
、
引
き
続
き
防
音
壁
工
事

等
が
行
わ
れ
ま
す
。

　
今
年
は
、
十
日
町
駅
構
内
の

高
架
ホ
ー
ム
の
工
事
が
本
格
的

に
着
手
さ
れ
、
北
越
北
線
が
よ

り
身
近
に
感
じ
ら
れ
、
平
成
八

年
の
開
業
が
待
ち
望
ま
れ
る
こ

と
と
思
い
ま
す
。

　
市
内
の
北
越
北
線
沿
線
の
各

所
で
工
事
に
着
手
さ
れ
ま
す
の

で
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

順調に進む高架橋工事

　
北
越
北
線
は
、
地
方
鉄
道
の

免
許
を
得
て
、
時
速
一
六
〇
キ
。

の
ス
ー
パ
ー
特
急
が
走
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
在
来
線
で
は
現
在

時
速
二
二
〇
キ
。
が
最
高
速
度
と

な
っ
て
い
る
た
め
、
新
し
い
列

車
を
開
発
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

　
そ
の
た
め
、
六
日
町
か
ら
十

日
町
の
間
で
平
成
四
年
の
秋
か

ら
、
鉄
道
総
合
研
究
所
や
J
R

東
日
本
旅
客
鉄
道
、
鉄
道
建
設

公
団
等
で
実
験
走
行
を
行
い
、

高
速
列
車
の
開
発
を
行
う
こ
と

に
し
て
い
ま
す
。

　
そ
の
た
め
、
変
電
所
の
建
設

や
レ
ー
ル
の
敷
設
工
事
も
平
成

三
年
度
か
ら
着
工
さ
れ
ま
す
の

で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

S翻．9．28　韮事線にi捲添愚耗る

143．3．28韮事築施計函認可（六

　　　　　　飼瞬一棄田購間）

　鱗調．麹　赤倉欝ンネル工事着手

　47擁儀鍛　工事実施計画認可1帯

　　　　　　厨町～犀潟闘）

　51．1．21赤倉跳ンネル貫通

　57．3　　霊事金面的に中整

　52．8。27　第三セクター「北越急

　　　　　　行㈱璽設立

　6013．24　辛日町駅構内で起工式

　雛．3．13鍋立出トンネル工事再

　　　　　　開

H元．6．19事業塞本計画の変更認

　　　　　　可／電化・高規旛化）

　　10．2　赤倉トンネル藩手（高

　　　　　　規格化）

　2．1．4　信濃州橋梁竣韮

　2．3．31輩国晦高架橋着手（高

　　　　　　規搬監）

　2。5．1　六田町・西六日町閥路

　　　　　盤強化（高規格化〉

　馨．5．鑑膨審日購歯張所開設
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長嶋茂雄氏を迎え「少年野球教室」
　～十日町市野球連盟70周年記念事業～

　
四
月
二
十
一
月
㈲
、
市
営
笹
山
野
球
場
で
元

巨
人
軍
監
督
長
嶋
茂
雄
氏
を
迎
え
て
「
少
年
野

球
教
室
」
が
開
か
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
十
日

町
市
野
球
連
盟
（
吉
沢
慎
一
会
長
）
が
、
連
盟

創
設
七
十
周
年
記
念
事
業
の
一
つ
と
し
て
行
っ

た
も
の
で
す
。

　
大
勢
の
野
球
フ
ァ
ン
が
見
守
る
中
、
長
嶋
氏

は
郡
市
内
約
五
百
人
の
小
・
中
学
校
野
球
部
員

に
、
汗
だ
く
に
な
り
な
が
ら
手
取
り
足
取
り
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
磯

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
撒

萎
聯
繊
．
響
皿

鰭謹毒蟷畢1　蟷曲…蝿灘…鰯醤

身ぶり手、ヨミりで熱心に指導する長嶋茂雄氏

轟

指
導
を
し
ま
し
た
。
選
手
た
ち
も
、
あ
こ
が
れ
の
人
の
指

導
に
顔
を
紅
潮
さ
せ
な
が
ら
、
真
剣
な
ま
な
ざ
し
で
聞
き

入
っ
て
い
ま
し
た
。

十日町へようこそ！
　　　　初企画「転入者の集い」

　～歓迎パーティーで十日町をPR～

　
四
月
二
十
四
日
㈱
、
ク
ロ
ス
ー
0
で
こ
の
春
転

入
し
て
き
た
人
を
対
象
に
「
転
入
者
の
集
い
」

が
開
か
れ
、
約
百
五
十
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

　
こ
の
催
し
は
、
大
好
き
十
日
町
会
と
商
工
観

光
課
が
十
日
町
に
早
く
な
じ
ん
で
、
十
日
町
の

魅
力
を
知
っ
て
も
ら
お
う
と
、
今
年
初
め
て
企

画
し
た
も
の
で
す
。

　
会
は
、
十
日
町
の
魅
力
を
満
載
し
た
ス
ラ
イ

ド
の
上
映
で
幕
が
開
き
、
丸
山
市
長
の
歓
迎
の

あ
い
さ
つ
の
あ
と
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
を
見
な

が
ら
の
歓
迎
パ
ー
テ
ィ
ー
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

出
席
者
は
、
地
酒
と
そ
ば
を
食
べ
な
が
ら
談
笑

し
て
い
ま
し
た
。
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
は
、
民

謡
協
会
と
舞
踊
協
会
の
皆
さ
ん
が
、
天
神
ば
や

し
、
新
保
広
大
寺
、
十
日
町
小
唄
を
披
露
。
最

後
に
参
加
者
全
員
で
十
日
町
小
唄
を
踊
っ
て
、

楽
し
い
一
夜
を
過
し
ま
し
た
。

アトラクションを見ながら地酒とそばに舌鼓
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ぼ
く
た
ち
は
、

一－－
一
一

■　　■　　■

ワ

雲野竜也くん
　（6年）

㍊
冬
は
ス
†
で

撚　
　
　
　
　
体
を
き
た
え
る

　
ぼ
く
た
ち
は
、
運
動
も
が
ん
ば
っ
て

い
ま
す
。
季
節
を
生
か
し
て
重
点
的
に

や
っ
て
い
ま
す
。

　
夏
は
水
泳
、
夏
か
ら
秋
は
陸
上
、
そ

し
て
冬
は
ス
キ
ー
を
や
っ
て
い
ま
す
。

中
で
も
ス
キ
ー
は
、
全
校
ス
キ
ー
の
他

に
親
子
ス
キ
ー
が
あ
り
ま
す
。
ミ
ナ
ミ

ス
キ
ー
場
で
や
り
ま
す
。
午
前
中
は
お

も
に
先
生
と
お
父
さ
ん
か
ら
、
回
転
の

方
法
を
教
え
て
も
ら
い
ま
す
。
午
後
は

能
力
別
に
わ
か
れ
て
、
楽
し
く
親
子
ス

キ
ー
を
や
り
ま
す
。
リ
フ
ト
を
何
回
も

何
回
も
利
用
し
、
い
っ
し
ょ
う
け
ん
め

い
す
べ
り
ま
す
。
帰
る
時
に
は
、
来
る

時
よ
り
も
ず
っ
と
う
ま
く
な
り
ま
す
。

来
年
が
待
ち
ど
お
し
い
で
す
。

　　　　　　　　欝　　　　　　懸　　　　灘　　　　雛　　織鑛

ヨ
　
　
人

　
　
　

長
コ

校
数

三
瞳

桂
ー
ノ

封〔

広
く
な
っ
た
体
育
館

や
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
せ
い
い
っ
ぱ
い
走
っ

た
り
遊
ん
だ
り
し
て
、
強
い
体
と
心
を

つ
く
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

．
縮
無

鳩

ゾ
爵　　、虐

　　　　　　ぎ

わ
た
し
た
ち
の
学
校
は
、

スキーも上達する親子スキー
雲野愛美さん
　　（6年）

国
道
ク
リ
ー
ン
作
戦
で

　
　
　
　
美
し
い
環
境
を

　
　
　
　
　
　
　
　
国
道
鵬
号
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今年こそは県大会優勝をと燃えています

とんねるず（喜多秀夫監督）

　　　7年前の夏、市民を熱狂させた十日町実業高校野球部
県の県大会準優勝チームのメンバーが中・ひになって結成さ

制れたの墾野球チニム「とんねるず」です・メンバーは・

覇
　　十日町局校や川西局校の同年の仲間や後輩を含め20人に

　　なります。周りからは若いチームと言われてきましたが、
蓬主力メンバーの年齢は24－25歳1こなりました・

圓　　　チームの名前から想像がつくように、最初は楽しく野　甲

　　球をやろうという気持ちもありました。しかし、結成3
指i年目で市野球連盟のAクラスに入り、牌は市内の5大

議会の内・優勝3回し準優勝と3位が’回と）’う成概

実
　　今年は念願の連盟フンク1位になることができました。

　　今は勝つ野球を目指し、今年は県大会で優勝することを
　じ灘目標にしました・2月から総合体育館のグラウンドで週　，

黙　　1回の練習を続けています。

　　　メンバーそれぞれが違う職場なので、試合の時の人集
球めには苦労します．特にせっかく県大会に行くチャンス

羨を得ても・試合日が休日でないと仕事を休めなくてベス

　　トメンバーが組めないことがあり、本当に残念です。
1本当1こ野球の好きな仲間が集まってレ、るので酒を飲

鞍　　んでも野球の話ばかり、年をとっても同じメンバーで野

　　球を続けていきたいと話しています。

待望の新潟乗り入れを祝ってテープカット

十日町　　新潟間に

　　　　　高速バスが運行
～本町3丁目停留所で開通式～

　
越
後
交
通
・
新
潟
交
通
の
共
同
に
よ
る
十
日

町
－
新
潟
間
の
高
速
バ
ス
が
運
行
し
、
四
月
三

十
日
㈹
午
前
十
時
二
十
分
か
ら
本
町
三
丁
目
停

留
所
で
開
通
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
式
典
で
は
、
片
岡
越
後
交
通
㈱
社
長
の
あ
い

さ
つ
の
あ
と
、
栗
原
新
潟
陸
運
局
支
局
長
や
丸

山
市
長
ら
五
名
が
、
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
を
行
い
開

通
を
祝
い
ま
し
た
。
引
き
続
き
、
こ
の
日
三
便

目
を
担
当
す
る
越
後
交
通
の
星
野
久
雄
運
転
手

が
安
全
運
転
を
宣
言
し
、
約
四
十
名
の
乗
客
を

乗
せ
新
潟
へ
と
出
発
し
ま
し
た
。

　
高
速
バ
ス
は
、
県
内
初
の
ト
イ
レ
付
ハ
イ
デ

ッ
カ
i
車
を
導
入
、
一
日
五
往
復
で
六
日
町
I

C
を
経
由
し
て
、
十
日
町
－
新
潟
間
約
百
四
十

，
。
を
二
時
間
二
十
分
で
運
行
し
ま
す
。

　誰廠繭幽南命廠繭廠命命鷲●いてさ
　篭このコーナー一は、運動塾・と日つ村一、難難．　
1や弛芸能などを楽13駐歎、

　遷しんでいるサークル・寿●まのすも
繊　遷クラブなどを紹介する塾●す美Q一蓼．騒

1コ　で弗のコ1ポ栃制．

　遷　総務課文書広報係　寿●

　論脚穿噸叩鯉噸噸鞭曜脚調

線
脇
に
あ
り
、
交
通
旦
里
は
年
々
ふ
え
て
　
　
灘
、
、
醗
　
’
翻
　
　
罵
．
』
響

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’
、
．
、
緯
蕊
鵜
驚
翻
．
．
㎜
照
・
　
道

瓠
藷
縫
塒
鉄
、
翻
懸
．
、
欝
豪
㎜
“
鯛

繋
※
攣
麟
響
㎜
ハ
盤
　
、
麟
灘
　
篇

も
気
を
つ
け
ま
す
。
で
も
、
大
人
の
方
　
　
　
村
の
人
も
一
生
け
ん
命
拾
っ
て
く
だ

も
注
意
し
て
ほ
し
い
で
す
。
美
し
い
環
　
　
さ
っ
て
ま
す
。
こ
の
道
だ
け
で
も
せ
め

境
は
、
一
人
一
人
の
心
が
け
で
で
き
る
　
　
て
日
本
一
の
美
し
い
所
に
し
て
お
き
た

と
、
わ
た
し
は
思
い
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
い
と
思
い
ま
す
。

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
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⊥

灘灘、

（
青
柳
織
鰭
鋤
．
旧
歳
）

宮
　
下
真
紀
さ
ん
　高校を卒業してすぐ東京に就職しましたが、今

年の1月に十日町に戻ってきました。東京に就職

したのは、都会へのあこがれですね。でも、1年

足らずの東京での生活でしたが、いろいろな人と

出会うことができ勉強になりました。帰ってくる

とき一番つらかったのは、友人との別れでした。

　一緒に東京に行った友達も、いつかは十日町に

帰りたいと思っている人が大勢いますよ。でも、

十日町には若者が満足できる職場が少ないのでは

ないでしょうか。かっこいい仕事というとぜいた

くを言っている．ようですが、若者があこがれるこ

とのできる職場がもっと欲しいですね。

　今の職場は雰囲気がよく、楽しく仕事ができま

す。でも、織物の仕事をしている人は若い人が少

ないようで残念です。今、自動車学校に通ってい

てもうすぐ卒業です。免許を取ったら、いろいろ

なところに行ってみるつもりです。

　
　
　
　
ダ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

欝
饗
鷺
羅
灘
鎌
麟
魏
難
灘

藤
　
濠
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
弄
残
遜
捲
　
　
磐

樋
　
ロ
　
　
　
泉
さ
ん

　
　
　
（
驕
蘇
梨
麹

　　醐

贈

．

梅の

＋
日
町
鯵
議
場
コ
ー

　都会で働くのは勉強になるかもしれませんが、

せこせこしたような感じが嫌なので、高校を卒業

して十日町に就職しました。

　今の職場は何でも気軽に話せる職場で、先輩も

気軽にスキーやゴルフに誘ってくれます。現場の

仕事が多いのですが、インテリジェントビルなど　r

に興味もあり、これからの仕事のためにも少しず　1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ミ
つ勉強してみたいと思っています。　　　　　　　1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ミ
　十日町は確かに遊ぶ場所は少ないと思いますが、1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぎ買物は長岡、スキーは湯沢や野沢、海は柏崎へと　1
　　　　　　　　　　の　　　　　　ム　　　　　　　　ぎほとんど1時間足らずで行けます。東尽も近いし、1

すべてのものが十日町になくてもいいような気が　1

します。　　　　　　　　　　　　　　　　1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ミ
　休日はスキー、テニス、ゴルフと、雨でなけれ1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぎ
ばほとんど外に出かけて汗をかいています。同級1
　　　　　　　　　　　、　　　　　　　　　　　　　　1
生もちらほら帰ってくるよっになり、これからま　1

すます仲間が増えそうです。　　　　　　　　　　1

ナ
ー
で
す
。
こ
の
コ
ー
ナ
ー
に
登
場
す

る
人
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
個
人
・
会

社
の
推
せ
ん
で
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。

　
　
■
連
絡
先
　
総
務
課
文
書
広
報
係

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
§

　
わ
た
し
の
ふ
る
さ
と
は
、
岩
手
県
と

の
県
境
に
位
置
し
、
東
北
新
幹
線
と
東

北
本
線
に
は
さ
ま
れ
た
小
さ
な
町
で
す
。

町
の
真
ん
中
を
流
れ
る
迫
川
と
伊
豆
沼

を
利
用
し
て
農
業
が
盛
ん
に
行
わ
れ
、

サ
サ
ニ
シ
キ
で
お
な
じ
み
の
宮
城
米
の

産
地
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
伊
豆
沼
は
大
き
さ
で
は
日
本
一
と
い

わ
れ
、
冬
に
な
る
と
白
鳥
が
飛
来
し
、

夏
に
は
蓮
の
花
が
咲
き
乱
れ
、
四
季
を

通
じ
自
然
に
親
し
ま
れ
る
絶
好
の
沼
で

す
。
ま
た
、
う
な
ぎ
、
鯉
、
川
え
び
な

ど
が
と
れ
、
釣
愛
好
家
の
宝
庫
に
も
な

っ
て
い
ま
す
。
迫
川
で
は
、
毎
年
お
盆

に
燈
籠
流
し
と
花
火
大
会
が
行
わ
れ
、

帰
省
客
が
楽
し
み
に
し
て
い
る
伝
統
行

事
が
行
わ
れ
ま
す
。
昨
年
、
新
幹
線
の

停
車
駅
栗
駒
高
原
駅
が
新
設
さ
れ
ま
し

た
。
駅
か
ら
車
で
十
分
位
の
と
こ
ろ
に

わ
た
し
の
実
家
が
あ
り
、
帰
省
す
る
の

に
大
変
便
利
に
な
り
ま
し
た
。

　
わ
た
し
は
、
地
元
の
学
校
を
卒
業
し

東
京
に
出
て
主
人
と
知
り
合
い
、
昭
和

阿部静子さん
　（北新田2・39歳）

　　　　若柳町

五
十
二
年
に
十
日
町
に
嫁
い
で
き
ま
し

た
。
若
柳
町
は
雪
が
三
十
袖
．
ぐ
ら
い
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
降
り
ま
せ
ん
が
、
と
て
も
し
ば
れ
ま

す
。
十
日
町
に
来
て
寒
さ
に
は
耐
え
ら

れ
ま
し
た
が
雪
の
多
い
の
に
ビ
ッ
ク
リ

し
ま
し
た
。
主
人
か
ら
十
日
町
を
最
初

に
案
内
し
て
も
ら
っ
た
場
所
が
秋
の
愛

宕
山
と
土
え
ん
堤
。
市
街
地
が
一
望
で

き
る
と
い
う
こ
と
で
連
れ
て
行
っ
て
も

ら
っ
た
こ
と
を
懐
し
く
思
い
出
し
ま
す
。

　
初
雪
が
降
る
と
さ
び
し
さ
を
感
じ
ま

す
が
、
春
の
芽
ぶ
き
を
見
る
と
感
激
し

ま
す
。
お
米
も
お
酒
も
お
い
し
く
、
十

日
町
が
と
て
も
気
に
い
っ
て
い
ま
す
。
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　　　　　（2～3人分）

〈材料〉

　豚肉の薄切り…5枚・のり

…2～3枚・野菜…にんじん、

ピーマン．アスパラなどを適

量・卵…1個・かたくり粉・

パン粉

野
菜
の
肉
巻
ぎ
揚
麟

　欝職・

ん
）

さ
歳
9

　
　
5
8

イ
6
7

　
　
　
2

ヨ
　
　
　
一

　
　
田
5

山
　
　
5

　
　
野
費

村
（

　
　
子
供
た
ち
に
野
菜
を

　
子
供
た
ち
が
な
か
な
か
食
べ
て
く
れ

な
い
野
菜
。
そ
ん
な
野
菜
を
子
供
た
ち

の
大
好
き
な
肉
と
組
み
合
わ
せ
て
み
ま

し
た
。
に
ん
じ
ん
、
ピ
ー
マ
ン
、
ア
ス

パ
ラ
な
ど
の
季
節
の
野
菜
を
細
切
り
に

し
、
の
り
と
肉
で
巻
き
、
パ
ン
粉
で
フ

ラ
イ
に
し
て
揚
げ
ま
す
。

　
野
菜
嫌
い
な
お
子
さ
ん
が
い
た
ら
一

度
試
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

〈
作
り
方
〉
①
豚
肉
の
薄
切
り
の
上
に

の
り
を
の
せ
る
。

②
野
菜
を
豚
肉
の
大
き
さ
に
合
わ
せ
た
長

さ
に
細
切
り
に
し
、
①
の
上
に
の
せ
る
。

③
の
り
ま
き
の
よ
う
に
巻
く
。

④
か
た
く
り
粉
を
ま
ぶ
す
。

⑤
と
き
卵
を
つ
け
、
パ
ン
粉
を
つ
け
る
．

⑥
百
八
十
度
く
ら
い
の
油
で
、
き
つ
ね

色
に
な
る
く
ら
い
に
揚
げ
る
。

⑦
二
～
三
独
．
く
ら
い
に
切
っ
て
盛
り
付

け
る
。

※
好
み
の
ソ
ー
ス
な
ど
を
つ
け
て
お
召

し
上
が
り
く
だ
さ
い
。

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

距　　・噸　　懇灘　　　（1力齊）

　わたし“めぐ。。4月から保育園に行っているんだけどお姉ち
ゃんも一緒だからうれしいの。台所で水遊びをしておばあちゃ
んを困らせたりもするのよ。弟もいるので仲よくブランコで遊

んだりするの。

　　　　●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

森の保育園

　　　⑰グ

柵

　　　　獲　・　1鍔
　　　　　獲鴫＿、猟露

　大好きなひであきくんの顔な

の。ほっぺをひっぱったりして

いっしょうけんめい描いたのよ。

　ぼくとおしゃべりをしている仲

良しのたかひこくんの顔なんだ。

目がかわいらしく描けたんだよ。

　
　
　
　
　
（
5
歳
）

宮
沢
沙
弥
加
ち
ゃ
ん

　
　
　
　
　
（
5
歳
）

池
田
正
太
郎
く
ん

伊
》
伊
『
併
僻
併
併
伊
僻
併
傍
併
伊
伊
併
餅
俸
俳
密

並
o

㌧
こ
㌧

　
　
　
　
池
田
二
郎

　
猿
倉
は
町
近
く
の
農
業
中
心
の
集
落

で
、
池
田
姓
が
多
く
、
ほ
か
に
庭
野
と

根
津
が
あ
り
ま
す
の
。

　
昔
と
今
と
で
一
番
違
っ
た
の
は
家
庭

生
活
じ
ゃ
ね
え
べ
か
。
昔
は
五
燭
の
電

球
で
も
も
っ
た
い
ね
え
と
い
う
時
代
で
、

今
で
は
た
い
て
い
の
家
に
行
け
ば
四
～
五

十
の
電
気
の
差
し
口
が
あ
る
ん
で
ね
え

か
な
。
冷
蔵
庫
は
夢
に
も
思
っ
て
い
な

か
っ
た
。
そ
い
か
ら
も
う
一
つ
、
昔
は

百
姓
は
肥
や
し
が
欲
し
く
て
、
町
へ
桶

を
持
っ
て
汲
み
に
行
っ
た
。
そ
れ
も
年

貢
を
払
っ
て
。
こ
れ
く
れ
え
変
わ
っ
た

こ
と
は
ね
え
こ
て
。
お
も
し
ろ
い
話
が

あ
っ
て
、
太
り
盛
り
の
子
ど
も
が
養
分

を
全
部
吸
収
し
て
し
ま
っ
て
、
学
校
の

猟

　
　
さ
ん

　
（
猿
倉
・
82
歳
）

便
所
の
肥
や
し
は
き
か
ね
え
と
い
う
こ

と
だ
っ
た
。

　
そ
の
か
わ
り
昔
は
、
川
の
水
や
そ
う

や
ん
は
き
れ
い
だ
っ
た
こ
っ
つ
お
ね
。

家
か
ら
出
る
下
水
は
せ
せ
な
ぎ
を
作
っ

て
全
部
肥
料
に
使
う
わ
け
で
、
田
川
の

水
も
人
が
飲
め
る
く
ら
い
き
れ
い
で
、

や
ま
め
、
は
よ
、
か
じ
か
が
い
っ
ぺ
と

れ
た
。
水
を
き
れ
い
に
し
よ
う
と
し
た

ん
じ
ゃ
ね
え
ど
も
、
肥
や
し
が
必
要
で

自
然
と
そ
う
な
っ
た
ん
だ
。

　
昔
か
ら
動
物
が
好
き
で
、
終
戦
の
時

免
許
を
と
り
長
い
間
家
畜
商
を
や
っ
て

き
た
。
い
ま
思
え
ば
苦
労
し
て
き
た
と

思
わ
ん
だ
ど
も
、
そ
の
と
き
は
何
の
気

な
し
に
苦
労
だ
と
は
思
わ
ず
に
や
っ
て

き
た
。
終
戦
直
後
に
牛
を
東
京
に
連
れ

て
行
っ
た
も
の
だ
ど
も
、
テ
レ
ビ
で
「
君

の
名
は
」
を
見
て
い
た
ら
、
ち
ょ
う
ど

あ
あ
い
う
と
き
東
京
に
い
っ
て
い
た
ん

だ
と
思
い
出
し
た
の
。

　
最
近
は
み
ん
な
の
交
通
の
じ
ゃ
ま
に

な
ら
な
い
よ
う
に
、
医
者
の
世
話
に
な

ら
な
い
よ
う
に
と
気
を
付
け
て
、
毎
日

自
分
の
で
き
る
畑
仕
事
を
楽
し
ん
で
い

ら
ん
だ
。
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し
尿
処
理
の
主
要
施
設
を
更
新

　
　
　
　
　
　
　
　
厚
生
年
金
・
国
民
年
金
還
元
融
資
を
利
用

　
衛
生
施
設
組
合
は
、
平
成
2

年
度
に
厚
生
年
金
・
国
民
年
金

更新された前処理施設

市
民

積
立
金
の
還
元
融
資
を
受
け
て

し
尿
処
理
場
の
前
処
理
施
設
を

ー
、
6
9
8
万
円
で
、
深
井
戸
を

ー
、
4
1
6
万
円
で
そ
れ
ぞ
れ
更

新
し
ま
し
た
．

　
前
処
理
施
設
と
は
、
ド
ラ
ム

ス
ク
リ
ー
ン
や
ス
ク
リ
ュ
ー
プ

レ
ス
な
ど
の
機
械
に
よ
り
、
し

尿
以
外
の
ゴ
ミ
を
取
り
除
く
装

置
で
す
。
ま
た
、
深
井
戸
は
し

尿
を
処
理
す
る
た
め
の
用
水
を

確
保
す
る
も
の
で
す
。

　
こ
れ
ら
の
施
設
は
、
そ
れ
ぞ

れ
1
5
年
余
り
を
経
過
し
た
た
め

老
朽
化
し
、
機
能
が
落
ち
て
き

た
も
の
で
す
。
更
新
に
よ
り
、

処
理
施
設
の
機
能
を
正
常
に
保

つ
こ
と
が
で
き
、
安
全
で
安
定

し
た
維
持
管
理
と
水
質
汚
濁
防

止
な
ど
に
努
め
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
　
十
日
町
市
川

西
町
衛
生
施
設
組
合
（
盈
5
7
1

1
7
5
1
）

斉
清
掃
の
日
が
ス
タ
ー
ト

5
月
～
1
1
月
の
毎
月
1
0
日
朝
6
時
～
7
時

　
市
制
施
行
3
0
周
年
を
記
念
し

て
始
め
た
「
市
民
一
斉
清
掃
の

日
」
は
、
八
年
目
を
迎
え
ま
し

た
。
今
年
も
五
月
か
ら
始
ま
り

ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
の
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

■
清
掃
の
場
所

　
町
内
の
道
路
、
公
園
な
ど
。

ほ
か
に
春
、
秋
の
年
2
回
、
川

な
ど
の
清
掃
も
お
願
い
し
ま
す
。

■
清
掃
の
方
法

　
ω
町
内
、
衛
生
組
合
な
ど
が

単
位
と
な
り
ま
す
。

　
ω
「
も
え
る
ゴ
ミ
」
と
「
も

え
な
い
ゴ
ミ
」
に
分
け
て
、
ゴ

ミ
収
集
日
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

そ
れ
ま
で
は
保
管
を
お
願
い
し

ま
す
。

　
⑥
側
溝
の
清
掃
は
今
ま
で
ど

お
り
、
町
内
単
位
で
行
っ
て
い

た
方
法
で
お
願
い
し
ま
す
。

■
そ
の
他

　
ゴ
ミ
袋
、
火
バ
サ
ミ
を
希
望

す
る
場
合
は
、
衛
生
組
合
単
位

で
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
重
い
側
溝
の
ふ
た
を

簡
単
に
と
り
は
ず
せ
る
「
側
溝

ふ
た
上
げ
機
」
や
、
排
水
溝
な

ど
の
消
毒
に
便
利
な
「
消
毒
機

（
三
兼
機
）
」
の
貸
し
出
し
を
し

て
い
ま
す
。
無
料
で
す
の
で
気

軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
　
保
健
衛
生
課

環
境
衛
生
係
（
盈
内
線
㍑
）
へ
。

灘

みんなの協力できれいなまちづくり

固定資産税の墓準となる
「土地の評価額』の一部を公開

　4月25日号お知らせ版で、平成3年度の固定資産税（土

地・家屋）評価替えの内容についてお知らせしました。

評価替えは、3年ごと　（次は平成6年度）に固定資産の

評価額を見直す制度です。

　いままでも、所有者が所有する土地の評価額について

は土地、家屋名寄帳の閲覧等で知ることができましたが、

その他は個人のプライバシーを守るという立場から、閲

覧できないことになっています。

　ことしの評価替えから、自治省の方針により、個人の

プライバシーに配慮しながら、宅地の評価額の一部を公

開することになりました。

　　■公開の時期　5月15日㈱～通年

　　■公開の場所　税務課固定資産税係

　　■公開の地点　次の市街地中心付近の9地点です。

　　　　　〈宅地評価額の公開地点〉

　　1〉本町3丁目通り　＞高田町1丁目通り　〉本

　　町6丁目1・国道II7号線通り　＞昭和町3丁目

　　通り　》西本町2丁目・本町西線通り　〉千歳

　　町・国道253号線通り　》美雪町3丁目・本町西

　　線通り　〉田川町1丁目・県道中条田川線通り

　　》高山3・国道253号線通り

■問い合わせ　税務課固定資産税係（盈内線112）へ。

地下資源探査に
　　　ご協力ください

◆測量作業期間二6月30日（日）まで。

◆調査実施期間：5月27日（月）～7月15日（月）

◆問い合わせ二㈱地球科学総合研究所「魚沼地域」

　　　　　　　物理探査作業場（盈52－7222）

　伊　　　　　　　　　　国は「第7次5ヵ年計画」の
　謹　　　　漁醜川
孚解騨醸　　　　　　一つとして・国内の地下資源（石

禦　　　　’　麺麓　　油、天然ガス）の開発を進めて

　　　　　　　　　　　います。

　　　　　　　　　　　　この調査は、地球科学研究所

侵　　離が石油公団の委託を受けて調査
7　　　　　　　　　するもので、十日町市では魚之
7
7　　　　　　　　　　田川周辺から珠川周辺を結ぶ地

鑑犠　糠域が対象となりました・
　　　　　　　　　　　　この地域では、受振器杭や受

　　　　　　由麦　　　振器、ケーブル、データー伝送

　　　　　　　　　　　装置が水田の畦や農道に設置さ

　　　　　輝暇　　　れ、また、発破作業も行われま

　　　　　函愛　　　　　す。安全には万全を期しますが、

　　　　　　　　　　　対象地域の皆さんにはご迷惑を
　　　　州　　　　　　　　　　　おかけします。調査にご理解い

　　　　　　　　　　　ただきご協力をお願いします。

ヱ0
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国
保
の
高
額
療
養
費
支
給
基
準
が
改
定

　
　
　
　
　
　
　
　
5
月
1
日
診
療
分
か
ら

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て

い
る
人
が
多
額
の
医
療
費
を
支

払
い
、
国
保
に
申
請
し
た
と
き

は
、
高
額
療
養
費
が
支
給
さ
れ

ま
す
。
そ
の
支
給
基
準
が
、
5

月
1
日
の
診
療
分
か
ら
下
表
の

よ
う
に
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

高
額
療
養
費
を
申
請
す
る
と

き
は
、
領
収
書
、
印
鑑
、
保
険

証
を
お
持
ち
に
な
り
、
口
座
番

号
（
郵
便
局
以
外
）
を
ひ
か
え

て
、
保
健
衛
生
課
国
保
係
に
お

い
で
く
だ
さ
い
。
こ
の
ほ
か
に
、

自
己
負
担
限
度
額
を
医
療
機
関

に
支
払
う
だ
け
で
済
ま
せ
る
方

法
も
あ
り
ま
す
。
印
鑑
と
保
険

証
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

国保高額療養費支給基準

市民税が課税されている世帯 市民税が非課税の世帯

こんなとき
支給される額

離賞礁額〕 こんなとき
支給される額

〔識翫額〕

1ヵ月に60，000円以

上の医療費を支払っ

たとき

支払い額

一60，000円

1ヵ月に33，600円以

上の医療費を支払っ

たとき

支払い額

一33，600円

1ヵ月に30，000円以

上の医療費を2回以
上支払ったとき

30，000円以

上の支払い
額の合計額
一60，000円

1ヵ月に21，000円以

上の医療費を2回以
上支払ったとき

21，000円以

上の支払い
額の合計額
一33，600円

過去12ヵ月以内に
60，000円以上の医療

費を4カ月以上支払
ったとき

支払い額

一34，800円

過去12ヵ月以内に
33，600円以上の医療

費を4カ月以上支払
ったとき

支払い額

一23，400円

　　　　　，．購　　　磁　　　鞭　　溺灘　騰
“

※差額ベッド代などの保険診療の対象にならない費用は、支払い

額から差し引かれます。

■問い合わせ　保健衛生課国保係（盈内線140・141）へ。

じですか！障害者に支給される各1

金
婚
式
・
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
婚
式
の
こ
夫
婦
へ

　
　
　
　
　
　
5
月
2
5
日
出
ま
で
に
嘱
託
員
さ
ん
に
連
絡

彗蹴．翻墜蝋顛鞘

撚㈱醐

今
年
、
金
婚
式
と
ダ
イ
ヤ
モ

ン
ド
婚
式
（
結
婚
6
0
周
年
）
を

迎
え
ら
れ
る
ご
夫
婦
に
、
市
社

会
福
祉
協
議
会
な
ど
か
ら
記
念

品
が
贈
ら
れ
ま
す
。

今
年
度
の
該
当
者
は

▼
金
婚
式
　
昭
和
1
6
年
4
月
1

日
～
1
7
年
3
月
31
日

▼
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
婚
式
　
昭
和

6
年
4
月
1
日
～
7
年
3
月
31

日
ま
で
に
そ
れ
ぞ
れ
ご
結
婚
さ

れ
た
ご
夫
婦
で
す
。

ま
た
、
昨
年
ま
で
の
該
当
者

で
、
今
ま
で
に
記
念
品
を
受
け

て
い
な
い
ご
夫
婦
も
対
象
に
な

り
ま
す
。
ど
ち
ら
も
戸
籍
の
届

出
年
月
日
で
な
く
、
実
際
に
結

婚
し
た
年
月
日
で
す
。

　
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
ご
夫

婦
は
、
お
ふ
た
り
の
氏
名
、
年

種　　類 手当月額（円） 内　　　　　容

特別児童扶養手当
1級44，900

2級29，930

心身に障害のある20歳未満の児童（施設入所

児童は除く）を扶養している保護者に支給

障害児福祉手当 12，750
心身に最重度の障害を持つ20歳未満の児童（施

設入所児童は除く）に支給

十日町市重度心身

障害児福祉手当
2，000

心身に重度の障害を持つ20歳未満の児童（施設

入所児童は除く）を養育している保護者に支給

特別障害者手当 23，450
障害基礎年金1級程度の障害を2つ以上持つ

20歳以上の在宅最重度障害者に支給

★平成3年度から「心身障害者タクシー利用料金助成事業」が始まっています。

　対象者は身体障害者手帳1・2級か療育手帳Aをお持ちの方です。

■問い合わせ　市社会福祉事務所援護係（盈内線133）へ。

お忘れなく！

軽自動車税の障害者減免

　身体障害者の人、精神障害の人は、

障害の程度により、所有している軽自

動車の税金が減免されます。

■申請期間　5月16日（木》～24日㈹

■申請場所　税務課

■必要なもの　免許証、身体障害者手

　帳、軽自動車納税通知書、印鑑

　※精神障害者の人は、十日町保健所

　が発行する証明書が必要です。

■問い合わせ　税務課固定資産税係

　（盈内線111・112）へ。

平成3年度農作業別標準料金が決定
　　　　　　　　　　　　（10a当たり）　　　　　　〈注意事項〉
堂夕　緬　則　　魁　　　全　　　憾　　　繭　　　1．この標準作業料金は一応の目

齢
、
結
婚
年
月
日
を
5
月
2
5
日

㈹
ま
で
に
、
嘱
託
員
さ
ん
に
お

知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

記
念
品
の
贈
呈
式
（
8
月
上

旬
予
定
）
に
つ
い
て
は
、
後
日

本
人
あ
て
に
ご
案
内
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
　
社
会
福
祉
事

務
所
社
会
係
（
暦
内
線
燭
）
へ
。

灘

1．この標準作業料金は一応の目
安です。

2．耕地の条件が異なる場合や未

整備田は受委託者間の協議によ

　ります。

3．移動料は別途協議となります。

4．補助人夫賃は別とします。

5．集団栽培組合には適用しませ
　ん。

■問い合わせ　農業委員会事務局

　（費内線121）へ。

作業名 種　別 料　　金 摘　　要

耕うん トラクター 5，800円

代かき トラタター 6，100円

田　植 田植機 6，000円 苗代金は別途

収　穫 コンバイン 17，600円 倒伏の場合協議

乾　燥 乾燥機 騰当たり1，200円 籾搬入時の水分は
23％とする

調　整 調整機 騰当たり700円

　ご協力ください！

　　土地の立入り
　市では、土地改良事業に伴う調査、

測量を行いますので、関係区域の皆さ

んのご協力をお願いします。

■区　域市内全域

■期間12月28日（士》まで。

■立入り者　農林課・土地改良区職員

　および業者

■問い合わせ　農林課農地開発係（費

　内線336・338）へ。

ユユとrお』げ夢3平成3年5月10日
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狂犬病予防注射
　対象は、今年4月以降に生後91日

以上に達した犬と、今年まだ狂犬病

予防注射を受けていない犬です。

■と　き　5月18日eD午前9時30分

　～11時

■ところ　十日町保健所

■持参するもの　印鑑、登録料4，950

　円

■申し込み　十日町保健所（盈57－

　2400）へ。

防火管理者

資格付与講習会
■と　き　6月20日（木）、21日（金）

■ところ　十日町地域消防本部講堂

■申し込み　5月20日から6月10日

　までに、受講料2，000円と上半身の

　写真（横3cm×縦5cm）1枚を添

　えて、十日町地域消防本部予防課

　（盈57－1555）へ。受け付け後は、

　受講料は返還しません。

県スポーツフェステイ

　バル中越地区大会

競技種目 会場 期日

年齢別軟式庭球 小千谷市 6月2日

ターゲット・バードゴルフ 守門村
6月9日

インディ　アカ 塩沢町

女子ソフトボール 栃尾市

6月16日

グラウンドゴルフ 川口町

バウンドテニス 長岡市

年齢別テニス 見附市

婦人バレーボール 六日町
ワンバウンドバレーボール 柏崎市

6月23日ソフトバレーボール 寺泊町

男女混合綱引き 三条市

壮年サッカー 十日町市

6月30日ラージボール卓球 津南町

年齢別バドミントン 刈羽村

■問い合わせ　大会要項の詳細につ

　いては総合体育館（費52－4377）へ。

十日町軽スポーツ
　　　クラブ会員募集

お暑譲墓逡窒ん大集合！

　民踊、レクダンス、バドミントン

など軽スポーツで汗を流しませんか。

量と　き　毎週水曜日午後1時30分

　～3時30分

■ところ　市民体育館

■申し込み　総合体育館へ。

91

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
＆
フ
ィ
ツ
ト
ネ
ス

9　
　
　
　
　
　
ー
火
曜
・
木
曜
は
フ
ィ
ツ
ト
ネ
ス
曜
日
－

　
あ
な
た
も
さ
わ
や
か
な

　
　
　
汗
を
流
し
ま
せ
ん
か
／

■
と
　
き
　
　
〈
昼
の
部
〉

5
月
！
4
日
・
21
日
・
2
8
、
日
・
6

月
4
日
・
n
日
・
娼
日
・
2
5
日

7
月
2
日
・
9
日
・
1
6
日
の
毎

週
火
曜
日
”
午
前
9
時
3
0
分

～
H
時
3
0
分

　
〈
夜
の
部
〉

5
月
1
6
日
・
2
3
日
・
3
0
日
・
6

月
6
日
・
B
日
・
2
0
日
・
2
7
日
・

7
月
4
日
・
n
日
・
1
8
日
の
毎

週
木
曜
日
”
午
後
7
時
3
0
分

～
9
時
3
0
分

■
と
こ
ろ
　
総
合
体
育
館
（
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
室
ほ
か
）

■
内
　
容
　
①
ト
レ
！
ニ
ン
グ

マ
シ
！
ン
の
正
し
い
使
い
方

②
エ
ア
ロ
ビ
ッ
ク
ダ
ン
ス
の
レ

ッ
ス
ン
　
③
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー

に
よ
る
体
力
診
断
な
ど
。

■
受
講
料
　
一
、
○
○
○
円
（
テ

キ
ス
ト
代
）
　
三
〇
〇
円
（
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
i
診
断
料
一
回
に

つ
き
）

■
用
意
す
る
も
の
　
ス
ポ
ー
ツ

ウ
ェ
ア
・
屋
内
シ
ュ
ー
ズ
・
筆

記
用
具
・
着
替
え

■
申
し
込
み
　
総
合
体
育
館

（
奮
5
2
｝
1
4
3
7
7
）
へ
。

当
日
や
電
話
で
の
申
し
込
み
も

随
時
行
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
凱

程
　
　
　
料
で

日
　
　
　
　
無
㈱

の
　
　
　
　
設
日

期
　
　
　
　
　
施
3

3
　
　
　
　
育
2

期
　
　
　
体
は

2
　
　
　
　
の
目

　
　
　
　
　
　
　
　
　
月
放

　
　
　
　
　
　
　
　
　
5
開

期 昼の部（幻 夜の部㈲

2期 9／3～11／26（13回） 9／5～！2／5（13回）

13期 1／7～3／17qO回） 1／9～3／12（110回）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ち

・
鎌
　
　
　
　
為

婁
　
　
　
　
碗
甜

　
　
　
　
～

撫
門
励
。
雑

鐵
、
入
陽
蔦
“

毒
『
術
外
い
の
切

糞欝活

憶
“
鮒
汰

認
生
諺
睦

勲
、
廟
刺
赫
碗
砿
酬

鎌
研
騰
贈

簸
　
　
　
　
自

　
　
　
　
　
　
見
し
な
も

　
　
　
　
　
　
を
楽
も
　
Q

　
　
　
　

翻
．
鰻
囑

鞭
　
　
　
分
と

　
　
　
　
　
　
自

■
開
設
期
間
　
5
月
～
1
1
月
ま

で
の
月
2
回
。
金
曜
日
午
後
7

土
寸
～
9
土
寸

日
　
　
　
　
　
　
　
　
口
押

躍
募
集
定
員
　
2
5
歳
～
3
0
歳
代

ま
で
の
青
年
男
女
　
2
5
人

■
費
　

用
入
講
料
1
、
0

0
0
円
、
教
材
費
実
費

■
内
　
容
▼
5
月
2
4
日
㈹

…
開
講
式
・
日
本
料
理
入
門

▼
6
月
…
ス
ピ
ー
チ
入
門
1
・
H

▼
7
月
…
登
山
入
門
1
・
H

▼
9
月
…
旅
行
プ
ラ
ン
入
門
1
・

　
　
　
　
H

▼
1
0
月
…
即
席
奇
術
入
門
I
n

▼
n
月
…
テ
ー
ブ
ル
マ
ナ
i
付
閉

　
　
　
　
講
式

■
申
し
込
み
　
ハ
ガ
キ
5
枚
を

添
え
て
十
日
町
市
公
民
館
（
盈

57

－
5
0
1
1
）
へ
。
2
回
目

以
降
も
随
時
受
け
付
け
ま
す
。

i
　
　
●
　
　
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
●
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
O
　
　
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
●

■
募
集
定
員
　
3
0
人
程
度
（
郡

市
内
に
住
ん
で
い
る
心
身
に
ハ

ン
デ
ィ
を
持
つ
青
年
で
、
3
0
歳

く
ら
い
ま
で
の
人
）

■
開
設
期
間
来
年
3
月
ま

で
。
月
－
回
、
主
に
日
曜
日
の

昼
間
に
行
い
ま
す
。

■
申
し
込
み
　
十
日
町
市
公
民

館
（
盈
5
7
1
5
0
1
1
）
へ
。

大
池
『
へ
ら
ぶ
な
つ
り
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
博
ン

　
小
・
中
学
生
を
対
象
に
、
楽

し
い
「
つ
り
」
、
へ
ら
鮒
の
つ
り

方
を
教
え
ま
す
。

■
と
き
5
月
憩
日
㈹

つ
り
時
間
H
午
前
6
時
3
0
分

～
午
後
3
時

■
と
こ
ろ
　
大
　
池

昌
対
象
小
・
中
学
生

■
参
加
費
　
無
　
料

ユ
ニ
ア
大
A
苫

■
そ
の
他
　
①
サ
オ
の
長
さ
は

自
由
で
す
。
（
リ
ー
ル
は
禁
止
）

②
送
迎
バ
ス
　
行
き
…
市
役
所

前
発
午
前
6
時
・
帰
り
…
大
池

発
午
後
4
時

　
■
問
い
合
わ
せ
　
キ
ジ
マ
釣
り

具
店
（
駅
通
り
費
5

2
1
2
4
7

8
）
当
日
の
現
地
参
加
も
で
き

ま
す
。

現
代
座
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
十
日
町
公
演

『
星
と
波
と
風
と
』

　
★
5
目
2
2
日
㈱
　
開
場
6
時
30
分
開
演
7
時

　
★
ク
ロ
ス
ー
0
大
ホ
ー
ル

闘
前
売
券

一
　
　
般
　
3
、
0
0
0
円

小
中
学
生
　
2
、
0
0
0
円

■
発
売
所
　
雪
ん
子
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
ま
た
は
、
最
寄
り
の
チ
ケ

ッ
ト
取
り
扱
い
店
で
お
求
め
く

だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
　
雪
ん
子
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
事
務
局
　
山
田
和
弥

（
盈
5
7
－
3
1
1
1
内
線
凱
）
へ
。

ユ2
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高
齢
者
よ
い
歯
の
コ
ン
ク
ー
ル

i
　
歯
に
自
信
の
あ
る

　
　
　
　
　
お
じ
い
ち
ゃ
ん
・
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
へ

　
県
で
は
、
歯
の
健
康
の
大
切

さ
を
P
R
す
る
た
め
、
自
分
の

歯
で
食
べ
健
康
な
生
活
を
送
っ

て
い
る
お
年
寄
り
を
表
彰
し
ま

す
。　

歯
と
歯
ぐ
き
に
自
信
が
あ
り
、

次
の
条
件
に
当
て
は
ま
る
と
思

う
人
は
、
歯
科
健
康
診
査
を
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
健
診
で

確
認
し
、
県
に
推
せ
ん
い
た
し

ま
す
’
。

■
条
　
件
　
①
自
分
自
身
の
歯

の
本
数
（
親
知
ら
ず
は
除
く
）

▼
9
0
歳
以
上
の
人
…
1
8
本
以
上

▼
8
0
歳
～
89
歳
の
人
…
2
0
本
以

上▼
7
0
歳
～
7
9
歳
の
人
…
2
3
本
以

上

▼
65
歳
～
69
歳
の
人
…
2
5
本
以

上②
自
分
の
歯
の
う
ち
虫
歯
な
ど

の
治
療
が
終
わ
っ
て
い
な
い
歯

が
5
本
以
下

③
ぐ
ら
ぐ
ら
す
る
歯
が
な
い
。

④
そ
の
他
の
重
い
病
気
を
持
っ

て
い
な
い
。

■
締
め
切
り
　
5
月
31
日
㈹

■
健
診
日
時
　
6
月
9
日
㈲
午

前
n
時
～
1
1
時
3
0
分

■
健
診
場
所
　
保
健
セ
ン
タ
ー

■
表
彰
最
優
秀
者
一
人
、

優
秀
者
四
人
が
県
歯
科
保
健
大

会
で
表
彰
さ
れ
る
予
定
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ
　
保
健
衛
生
課

保
健
衛
生
係
（
費
内
線
m
）
へ
。

～お気軽にご参加ください～

■申し込み先

三好園デイ・サービスセンター

盈56－2106　担当松村へ

・護i、i騨麟織…i擁纏

圃春の全国交通安全運動

　～5月11日（土）～20日（月）～．

ランで安全運転に心が蛭☆詣◎乙、◇l

llま獅行をいた撫蕃

4月中の交通事故発隼状況　　（）は累計

市　町　村 発生件数 負傷者数 死者数

十日町市
平成3年 1（29） 1（31） 0（0）

平成2年 9（42） 9（57） 0（！）

川西町
津南町
中里村

平成3年 6（25） 6（32） 1（1）

平成2年 7（12） 8（17） 0（0）

計
平成3年 7（54） 7（63） 1（1）

平成2年 16（54） 17（74） 0（！）

　一，．，　スピードの出し過ぎで

　　陰　　　　　　死亡事故
　　　4月21日（日）午前1時過ぎ、川西町高原

田の町道で下条の26歳の男性が運転する乗用

車がセンターラインを越え、対向してきた松

之山町の23歳の男性が運転する大型トラック

に正面衝突、乗用車を運転していた男性が脳

挫傷で即死しました。

〈
家
族
介
護
者
教
室
〉

　
利
用
者
家
族
を
中
心
に
、
お

年
寄
り
の
介
護
に
つ
い
．
て
基
礎

知
識
や
実
践
技
術
を
学
ぶ
教
室

で
す
。
お
気
軽
に
参
加
し
て
く

だ
さ
い
。

▼
第
2
回
　
5
月
熔
日
出
午
後

2
時
～
3
時
3
0
分
「
こ
ん
な
と

き
ど
う
す
る
？
第
－
部
」
生
活

に
活
か
せ
る
救
急
法

第
3
回
　
7
月
2
0
日
出
午
後
2

時
～
3
時
3
0
分
「
こ
ん
な
と
き

ど
う
す
る
？
第
2
部
」
床
ず
れ

と
排
泄
ケ
ア

▼
第
4
回
　
9
月
21
日
出
午
後

2
時
～
3
時
3
0
分
「
こ
ん
な
と

き
ど
う
す
る
？
第
3
部
」
痴
呆

性
老
人
の
対
応

▼
第
5
回
　
1
1
月
1
6
日
出
午
前

10

時
3
0
分
～
午
後
2
時
「
老
人

の
食
事
と
栄
養
」
老
人
食
の
調

理
実
習
と
試
食

〈
一
般
公
開
講
座
〉

　
利
用
者
家
族
は
も
ち
ろ
ん
広

く
一
般
市
民
の
皆
さ
ん
を
対
象

に
、
お
年
寄
り
の
介
護
の
基
礎

知
識
や
技
術
を
学
び
ま
す
。
お

気
軽
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
第
1
回
　
6
月
2
2
日
出
午
後

2
時
～
3
時
3
0
分
「
老
人
の
心

と
か
ら
だ
」
老
人
の
心
と
体
に

つ
い
て
の
基
礎
知
識

▼
第
2
回
　
8
月
1
7
日
出
午
後

2
時
～
3
時
3
0
分
「
痴
呆
に
つ

い
て
の
基
礎
知
識
」

▼
第
3
回
　
ゆ
月
B
日
出
午
後

2
時
～
3
時
3
0
分
「
福
祉
サ
ー

ビ
ス
基
礎
知
識
」

▼
第
4
回
　
1
2
月
別
日
出
午
後

2
時
～
3
時
3
0
分
「
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
基
礎
知
識
」

胃がん検診　　5月～12月
子宮がん検診　　6月～9月
肺がん検診（胸部レントゲン検査

　　　　　　　7月～9月
乳がん検診　　5月～10月
■申し込み

　保健衛生課（盈内線138・139）

　
市
の
が
ん
検
診
が
始
ま
り
ま

し
た
。
2
月
に
申
し
込
み
を
忘

れ
て
し
ま
っ
た
人
、
や
っ
ぱ
り

「
受
け
て
み
よ
う
か
な
」
と
思

っ
て
い
る
人
は
、
早
め
に
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。

　
が
ん
に
よ
る
死
亡
数
は
減
る

傾
向
に
あ
り
ま
す
が
、
安
心
で

き
ま
せ
ん
。
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ

検
査
を
受
け
、
安
心
し
た
毎
日

を
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

断酒のつどい
■と　き　5月17日働午後1時30分～3時

■ところ　十日町保健所

■申し込み　十日町保健所（費57－2400）

　または、保健衛生課保健衛生係（盈内線

138）へ予約ください。

心の健康相談
■と　き　5月24日働午後1時30分～3時

■ところ　十日町保健所

■担当者　柳沼医師（五日町病院）

■申し込み　十日町保健所または、保健衛

生課保健衛生係

肺を灰にしたくない

　5月31日はWHO（世界保健機構）が定

めた世界禁煙デーです。

　喫煙は健康にさまざまな影響を及ぼし、

また、周囲の非喫煙者への健康にも影響が

あるといわれています。世界禁煙デーを機

会に一人ひとりが喫煙と健康について関心

をもち、理解を深めましょう。
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歩
醒
S

●

とアオソ上

　
越
後
が
生
ん
だ
名
将
、
上
杉
謙
信

ほ
ど
生
涯
を
戦
い
に
明
け
暮
れ
た
人

は
少
な
い
で
し
よ
う
。

　
十
九
歳
で
越
後
の
国
主
と
な
り
、

四
十
九
歳
で
亡
く
な
る
ま
で
の
三
十

年
間
に
城
を
攻
め
、
里
に
戦
う
こ
と

七
十
余
度
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
上
杉
氏
の
戦
力
を
支
え
た
財

源
の
一
つ
が
ア
オ
ソ
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ち
よ
ま

　
ア
オ
ソ
と
い
う
の
は
、
苧
麻
（
カ

ラ
ム
シ
）
か
ら
と
っ
た
繊
維
で
、
こ

の
糸
で
織
っ
た
織
物
が
越
後
の
特
産

　
　
え
ち
ご
　
ふ
　
　
　
　
　
　
　
ち
ぢ
み

品
の
越
後
布
や
越
後
縮
で
す
。

　
　
　
　
く
び
き

　
魚
沼
や
頸
城
地
方
な
ど
豪
雪
地
帯

を
中
心
に
ア
オ
ソ
が
盛
ん
に
栽
培
さ

れ
ま
し
た
が
、
ア
オ
ソ
と
越
後
布
の

生
産
を
保
護
・
奨
励
し
た
の
は
、
謙

信
と
景
勝
の
二
代
に
仕
え
て
名
家
老

と
う
た
わ
れ
た
南
魚
沼
出
身
の
直
江

や
ま
し
ろ
の
か
み
か
ね
つ
ぐ

山
城
守
兼
続
だ
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

彼
は
上
杉
家
の
財
政
を
豊
か
に
す
る

た
め
に
ア
オ
ソ
と
越
後
布
の
増
産
を

図
る
と
共
に
、
ア
オ
ソ
を
専
売
制
に

し
て
利
益
を
独
占
し
た
の
で
す
。

　
越
後
産
の
ア
オ
ソ
は
関
西
地
方
の

お
エ
み
じ
ょ
う
ふ
　
　
な
ら
さ
ら
し

近
江
上
布
や
奈
良
晒
な
ど
各
地
の
麻

織
物
の
原
料
と
し
て
需
要
が
多
く
、

お
ぶ
ね

苧
船
と
い
う
専
用
の
運
搬
船
で
大
量

に
出
荷
さ
れ
、
上
杉
家
の
重
要
な
財

源
に
な
り
ま
し
た
。

　
ア
オ
ソ
の
経
済
的
価
値
に
目
を
つ

け
た
の
は
直
江
兼
続
だ
け
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
豊
臣
秀
吉
も
そ
の
一
人
で

す
。　

秀
吉
は
慶
長
三
年
に
上
杉
景
勝
を

会
津
へ
移
し
、
あ
と
に
堀
秀
治
を
任

命
し
ま
し
た
が
、
秀
吉
が
堀
氏
に
与

　
　
ち
ぎ
ょ
う
あ
て
が
い
じ
ょ
う

え
た
知
行
宛
行
状
を
み
る
と
越
後
四

　
　
　
　
　
　
こ
く

十
三
万
八
千
余
石
の
う
ち
五
千
石
を

自
分
の
直
轄
地
に
し
て
い
ま
す
。
秀

吉
が
所
領
に
し
た
の
は
越
後
布
と
ア

オ
ソ
の
生
産
地
で
あ
る
魚
沼
地
方
だ

と
い
わ
れ
で
い
ま
す
。

　
へ
　
　
　
　
　
　
　

　
嚢
灘
雛
縷

鱗
麟
難

灘
覇
灘

　　　　灘
　　　羅

　　　叢

　　一r醐蟻

レ苧
売
り
商
人
（
職
人
尽
歌
合
模
本
）

交
通
遺
児
を
救
つ
て
八
年
、
七
九
四
万
円
を
基
金
に

　
関
口
さ
ん
の
寄
付
が
き
っ
か
け
で
、

昭
和
五
十
八
年
に
創
設
さ
れ
た
「
十

日
町
市
交
通
遺
児
等
援
助
基
金
」
は

一
千
万
円
を
超
え
、
四
月
十
二
日
現

在
、
千
二
十
七
万
四
千
百
三
十
七
円

に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
う
ち
、
関
口

さ
ん
の
浄
財
は
、
長
年
に
わ
た
る
廃

品
回
収
の
益
金
な
ど
、
七
百
九
十
四

万
円
に
の
ぼ
り
ま
す
。

⑭

＼　
「
な
ぜ
そ
こ
ま
で
」
と
思
う
ほ
ど

の
献
身
は
、
社
会
福
祉
主
事
の
資
格

に
挑
ん
だ
、
戦
後
の
若
き
小
学
校
の

教
員
時
代
に
培
わ
れ
た
と
言
い
ま
す
。

　
「
交
通
事
故
で
親
を
亡
く
し
た
子

は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
貧
し
い
家
庭

が
多
か
っ
た
で
す
よ
。
何
と
か
手
助

け
し
て
や
り
た
か
っ
た
。
そ
れ
と
、

初
め
て
の
学
校
の
廃
品
回
収
、
あ
れ

は
子
ど
も
の
体
験
学
習
と
し
て
も
、

ま
た
資
源
保
護
の
面
か
ら
も
有
意
義

　
基
金
は
、
年
々
そ
の
額
を
増
や
し

な
が
ら
、
多
く
の
交
通
遺
児
の
学
資

援
助
に
生
か
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
関
口
さ
ん
の
一
日
は
、
一
輪
車
を

押
し
て
ゴ
ミ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
向
か

う
と
こ
ろ
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
集
め

ら
れ
た
ダ
ン
ボ
ー
ル
な
ど
は
、
自
宅

わ
き
の
専
用
倉
庫
に
積
ま
れ
、
代
金

は
全
て
基
金
に
寄
付
さ
れ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＼

関口　潔さん
（加賀糸屋町・63歳）

で
し
た
」
と
、
当
時
を
述
懐
し
ま
す
。

　
「
こ
の
頃
は
、
廃
品
を
自
宅
に
届

け
て
く
れ
る
人
も
い
っ
ぱ
い
い
ま
す
。

い
つ
か
、
遺
児
な
ん
で
し
ょ
う
か
、

朝
、
花
が
一
鉢
倉
庫
に
そ
っ
と
置
い

て
あ
り
ま
し
た
」
何
よ
り
の
贈
り
物

だ
っ
た
と
顔
を
ほ
こ
ろ
ば
せ
ま
す
。

　
「
ゴ
ミ
も
分
別
収
集
が
で
き
れ
ば
」

と
結
ぶ
六
十
三
歳
の
ま
な
ざ
し
は
、

福
祉
と
リ
サ
イ
ク
ル
の
信
念
に
燃
え

て
、
衰
え
を
し
り
ま
せ
ん
。

然
冨

自
哲

の
酬

ち
（
勃

ま
キ

か
外

おと
｝
“
感
☆
購
縫
欝

　
山
地
の
湿
っ
た
斜
面
な
ど
に
群
が
っ

て
生
え
る
カ
ヤ
ツ
リ
グ
サ
科
の
多
年
草

で
す
．

　
葉
は
2
0
～
30
弛
．
、
茎
は
3
0
～
㎜
弛
．
で

先
端
に
2
紬
．
ほ
ど
の
タ
ヌ
キ
の
尾
の
よ

う
な
花
穂
を
た
れ
て
つ
け
ま
す
。
結
実

後
、
葉
は
蛎
㌶
以
上
に
伸
び
、
崖
の
岩

場
に
垂
れ
、
イ
ワ
ス
ゲ
と
も
言
わ
れ
ま

す
。　

葉
は
団
子
を
し
ば
る
ひ
も
や
ス
ゲ
細

工
に
用
い
ら
れ
ま
す
。

　
一
鐘
集
療
記
一

　
こ
の
四
月
、
市
役
所
も
二
十
一
人
の

新
入
職
員
を
迎
え
ま
し
た
．
初
々
し
い

顔
ぶ
れ
が
あ
ち
こ
ち
に
見
ら
れ
、
市
役

所
も
す
こ
し
若
返
っ
た
よ
う
で
す
。

　
市
報
を
担
当
し
て
い
る
文
書
広
報
係

も
四
月
の
人
事
異
動
が
あ
っ
た
り
、
⑱

が
雪
祭
り
事
務
局
か
ら
帰
っ
た
後
は
①

が
選
挙
の
仕
事
に
行
っ
た
り
と
落
ち
着

か
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
連
休
を
前
に

し
て
よ
う
や
く
落
ち
着
い
て
き
ま
し
た
。

　
今
年
も
い
ろ
い
ろ
な
人
に
出
会
え
る

の
を
楽
し
み
に
頑
張
り
ま
す
．
①
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